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◆岩手　高校生の行列ができる憲法署名
 憲法キャラバンに先駆け、「いわて自治労連女性部」の宣伝連休あけの5月9日「9の日」宣伝には、佐藤委員長を先頭に参加。修学旅行中の中学生や高校生も署名してくれました。「戦争は本当にいやだねぇ」と言いながら署名する老婦人など、45分で55筆が集まりました。
翌10日には、女性部が「常任幹事会」の昼時間を利用しての11回目の宣伝行動を8人で行い、累計で500筆を超えました。「キュウ=ピース」ティッシュが、またたくまになくなり、受け取った後にわざわざ署名をしてくれるなど、「効果」は絶大です。伊藤女性部長がマイクを握り、「子どもたちに平和な未来をつなげるためにも、この平和憲法は守りましょう。日本を戦争する国へ変えてはなりません」との力強い訴えに、多くの市民が共感を寄せました。
署名板の前には高校生の集団が列をつくったり、人だかりができたりするなど、わずか45分という短い時間でしたが、街頭署名としては過去最高の130筆があつまりました。中には「マイク宣伝」の音を聞いて「9条の署名ですか？」といって駆け寄ってきて署名する女性もいました。
通りかかったアメリカ人男性は「ワタシハアメリカジンデスガ、ブッシュガセンソウヲススメルコトニハンタイデス。ショメイシテモイイデスカ。ヘイワヲマモルタメニガンバッテ」と日本語で言って署名しました。
今回の憲法署名・宣伝行動に女性部役員は大きな感動と確信をもち、「これからも絶対やっていこうネ」「今度からは署名板をたくさん用意してやろう」と話し合っています。
◆ 埼玉 55駅で「9の日」宣伝　

埼玉の5月の「9の日」宣伝は、55駅頭に182団体から635人が参加し、ビラ・リーフ・パンフの配布２万２５３４枚、署名921筆が集約されました。

戸田駅では若い人の署名多くなかには、がんばっての声も。大宮駅西口では女性がリレートークし、チラシ1900枚を配布し、署名85筆が集まり、署名用紙が不足するなど世論の変化を実感しました。浦和駅西口では、議論をしてくる人、カンパ千円を置いて行く人、後期高齢者医療署名はやっていないのか、とにぎやかな反応がありました。南浦和東口では高校生や中学生が集団で署名してくれました。東浦和駅では、用意した横断幕が大効果を発揮し、女子高生やサラリーマンが多数署名してくれました。川越駅では高校生が「授業で９条のこと勉強している」と大勢署名してくれ、この日県内では最高の152筆となりました。東松山駅では営業チラシ配付のお姉さんと仲良くビラを配りました。東大宮駅のように横断幕はよかったが、署名用紙を用意すればよかったと反省も語られているように、署名を取り組んだのは、22駅にとどまりました。

■大宮では48人の女性が大宣伝
大宮駅西口での５月の９の日宣伝には埼労連女性部の呼びかけで40人の女性が参加。全体では４８名が参加し、ピンクのバンダナやイエローのスカーフをまとった華やかな宣伝となりました。４０分ほどで約２０００枚の憲法リーフとティッシュを配布。署名も１００筆を超えました。「憲法９条を守ろう」の呼びかけはもちろん、「ワーキングプア」「格差と貧困」「後期高齢者医療制度」「国民健康保険の資格証発行問題」など、憲法２５条「健康で文化的な最低限度の生活が保障されているのか」という投げかけをしながら、「憲法をまもろう、活かそう」という呼びかけをすると、道行く人の関心が強いようです。また、若者の署名に応じる姿が目立ったことが特長でした。
◆ 愛知 「豊橋共同センター」設立

4回の準備会を重ねて、5月10日(土)に設立

豊橋市で「憲法改悪に反対し、九条を守る』豊橋過半数署名を推進し、草の根の運動を発展させるために、学習会や交流会の開催、ニュースの発行などを行う」ことを目的にした「守ろう憲法！豊橋共同センター」が、５月１０日、発足しました。
「九条の会」と「共同センター」の違いは何か、事務局をどこに置くかなど４回の準備会を重ねて、発足にこぎ着けました。署名用紙も、「豊橋共同センターとして統一した署名を作成するが、各団体がすでに取り組んでいる署名用紙も活用する」とし、財政は、参加分担金を一口年５００円として実情に応じて口数を増やすとしています。豊橋共同センターには東三河労連、豊橋市職労、新婦人、民商、原水協、平和委員会、民青同盟、日本共産党などの地元組織が参加。設立総会では、「地域署名に取り組む」ことを確認し、６月１５日(日)に各戸にチラシと署名用紙を配布し(ポストイン)し、６月２２日(日)の１０:００～１１:３０に訪問することにしました。
◆ 大阪 6月の｢9の日｣宣伝は200超めざす

大阪での５月の署名・宣伝行動は１１０ヶ所以上でおこなわれました｡６月の｢9の日｣宣伝は国会会期末を前に武力行使恒久法の要綱策定の動きが強まる重要な時期のとりくみになりため、府下全駅宣伝をめざし最低でも２００ヶ所以上で成功させたいと準備に余念がありません｡
■ 大阪労連が５月を憲法闘争飛躍の月に！憲法署名統一行動

大阪労連は、5月９日「９の日」宣伝の各地でのとりくみに加え、統一行動もよびかけています。５月１７日は森之宮地域で１９名が参加して宣伝・署名ローラーを行いました。「ドアをあけてくれたところは９割署名してくれた」、「イラクで自衛隊が武力行使していないことを説明すると署名してくれた」など、参加者からは、「対話ができれば署名してもらえる」の声が。「街頭宣伝の方が署名は集まるが、訪問行動も相手には印象に残ると思う」という感想も。次回の統一行動は、５月２４日（土）に予定、西淀川地域では沢山の参加をよびかけて、ローラーに取り組みます。

◆ 長崎 生かせ憲法！９条守れ！の声響く
３日の「憲法記念日」を出発点に、長崎県内では街頭宣伝や署名活動、自 治体キャラバンなど、「生かせ憲法！９条守れ！」の訴えがあちこちで響いて います。

■「９条フェスタ2008春」 「歌も、おどりも平和でこそ」 

水辺の森公園(長崎市)では、今回で４回目となる「9条フェスタ2008春」が開かれました。この日のために「憲法９条を守りたい」と考えているさまざまな団体や個人が実行委員会をつくり、準備を重ねて３ヶ月余。６９店舗にのぼるフリーマーケット、趣向をこらした21のブース。地元と、２人のゲストミュージシャンが出演するステージなど、憲法と平和を考える催しで一日中にぎわいました。 

ゲストミュージシャンの千綿さんと奥土居さんの舞台では、多くの若者の姿が目を引きました。フェスタ終了後の交流会で千綿さんは、「目の前の人を大事にと歌ってきた自分の思いは、『平和を守りたい』という皆さんの気持ちとつながっていると思った。参加できてよかった」と感想をのべました。ほんのわずかなギャラで東京からかけつけてくれたゲストのみなさんに感謝です。「９条を守ろう」という輪が、若者へと広がったことを実感し風の薫りいっぱいの芝生では、「子育ても平和でないとできないね」と、お弁当を広げる家族連れの姿もありました。地域の「９条の会」の活動報告にもさかんな拍手が送られていました。準備と後片付けにかかわった実行委員と要員のみなさん、ご苦労さまでした。（実行委員 大塚「今の政治ひどい」「戦争しちゃいかん」 

憲法改悪阻止県共同センターが呼びかけた3日のいっせい街頭宣伝行動には、建交労や三菱長船、民医連、市従組、高教組、共産党など、6台の宣伝カーと1８人の宣伝隊がかけつけました。 

吉岡賢事務局員のあいさつの後、宣伝カーは市内の東西南北を手分けして回り、憲法改悪を狙うさまざまな動きを紹介しながら、「５月３日を憲法について考える日に」と呼びかけ、「国民が平和的に生きる権利を定めた憲法を、権力者に守らせよう」と訴えました。
宣伝カーには、手を振ったり、車のクラクションを鳴らしたり、バス停で拍手をする市民の姿も見られました。自宅から出てきて訴えを聞いていた72歳の男性は、戦時中の辛かった思いを語り、「戦争をしちゃいかん」と語気を強めました。61歳の女性は、「今の政治はあんまりひどか」と嘆いていました。 
　(すべての記事は各都道府県共同センターのニュースより抜粋)
■ ドキュメンタリー映画「アメリカ－戦争する国の人びと」〔仮題〕

　つい昨日まで、普通の高校生だった若者たちが、12週間の訓練を経て、「兵士」となってゆきます。4年間の任期のうちに彼らの8割がイラクやアフガニスタンなどの前線に送られ、多くが沖縄にもやってきます。

この海兵隊のブートキャンプの撮影は、7月公開予定の長編ドキュメンタリー「アメリカ－戦争する国の人びと」〔仮題〕（藤本幸久監督、インタビュアー：影山あさ子）の一環として、TBSと共同取材したものです。現在、編集の真っ最中。

2006年10月から2008年4月まで、のべ7回、200日間、アメリカを撮影しました。

帰還兵、兵士の家族、ホームレス帰還兵、劣化ウランで被爆した兵士、ブートキャンプの若者たち、イラク戦争を拒否した兵士たち・・・。格差の底辺から、若者たちが戦場へと送り出されてゆくアメリカ。これは、日本の近未来！？

★----------------------★-

映画の公開予定は、以下の通りです。

　7月26日～　東京・ポレポレ東中野(TEL 03-3371-0088）

　8月　2日～　大阪・第七藝術劇場（TEL 06-6302-2073）

　8月中旬～　名古屋・名古屋シネマテーク（TEL 052-733-3959）

　短信･ホットライン　　
■ 第7回憲法闘争全国交流集会
◆◆ イラク自衛隊派兵違憲判決の弁護団の講演　◆◆
改憲派の巻き返しを許さず、改憲阻止の展望を切り開き、憲法闘争の一段の強をめざし、「第7回憲法闘争の発展をめざす全国交流集会」を開催します。
全国各地の地域共同センターからの参加をとくにお願いします。
◎日　時　　08年6月21日（土）11：00～16：30

◎場　所　　喜山倶楽部（日本教育会館9階）千代田区一ツ橋2-6-2　日本教育会館

地下鉄都営新宿線・三田線（A8出口）・東京メトロ半蔵門線神保町駅（A1
出口）・JR総武線水道橋駅（西口出口）
◎目　的　　①憲法をめぐる情勢と2010年に向けて過半数世論結集・過半数署名等の推進の意思統一を行ないます。②全国・各分野の取り組みの交流、特に今回は地域共同センターの確立と運動に焦点を当てます。③海外派兵恒久法とのたたかいの意思統一・決起の場とします。④名古屋高裁のイラクへの自衛隊派兵違憲判決について当該弁護団からの報告があります。

◎規　模　　250人　
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